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また、区が代表団体に対して行った行為は、当該共同事業体全ての構成団体に対して行

ったものとみなします。同様に、代表団体が区に対して行った行為は、当該共同事業体全

ての構成団体が区に対して行ったものとみなします。 

 

 

１２選定及び審査に関する事項 

（１） 選定の手順 

指定管理者の候補者の選定は、次の手順により行います。 

① 形式審査 

応募者から提出された応募書類は、提出時点で必要書類が漏れなく整っているかを区が

確認します。不足等がある場合は補完を求めますが、提出期限までに必要書類が準備でき

ない場合は、第一次審査の対象から除外させていただきます。 

② 第一次審査 

応募者から提出された応募書類は、杉並区プロポーザル選定委員会条例に基づき設置さ

れた選定委員会が第一次審査（書類審査）を行います。評価点が満点の60％以上の上位得

点者（３者程度）に対し、第二次審査を行います。 

第一次審査の結果は、令和３年６月中旬に、形式審査を通過された全ての応募者へ通知

します。共同事業体で応募した場合は代表団体あてに通知します。 

なお選定委員会の判断により、第一次審査に当たって、補足説明資料を求める場合があ

ります。 

③ 第二次審査 

選定委員会は、第一次審査（書類審査）通過者について、令和３年７月中旬(予定)に第

二次審査（プレゼンテーション・ヒアリング）を行います。 

詳しくは第一次審査通過者にお知らせします。 

④ 指定管理者候補者の選定 

選定委員会は、第一次審査、第二次審査の採点結果を総合的に判断し、応募者の順位付

けを行い、指定管理者の候補者を選定します。具体的には、第一次審査の点数と第二次審

査の点数の合計点が 60％以上であり、かつ第一次審査の点数と第二次審査の点数の和が

最も高かった事業者について、指定管理者候補者として選定します。ただし、いずれの応

募者も一定の基準に達しない場合、候補者が選定されない場合があります。 

選定結果については、第二次審査の対象となった全ての応募者へ通知します。共同事業

体で応募した場合は、代表団体あてに通知します。なお、選定結果については、後日、区

の公式ホームページに公表します。 

⑤ 指定管理者の指定 

 区議会において指定管理者の指定議決後、指定管理者は区と細目について改めて協議を

行い、指定管理者の指定に関して必要な協定を締結することとします。 
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（２） 審査方法と審査基準 

① 審査方法 

第一次審査（書類審査）と第二次審査（プレゼンテーション・ヒアリング）の合計点に

よる総合評価とします。（配点は、第一次審査108点満点、第二次審査124点満点） 

第一次審査では、上位得点者（３者程度）を第二次審査対象者として選考します。 

② 審査基準 

＜第一次審査（応募書類による審査）＞  配点108点 

評価項目 

団
体 

適
正 

法人(団体)としての事

業遂行能力 

○経営状況 

○体育施設等の管理運営業務実績 

基
本 

方
針 

施設の管理運営に関す

る考え方・理念 

○体育施設等の運営に関する考え方・理念 

○公の施設管理代行であることの理解 

施
設
の
提
供 

管理運営に関する業務 

○区民（利用者）の立場にたった質の高いサービス 

○施設利用促進に向けた取組 

○安全・安心な運営のための取組 

○個人情報保護及び情報公開への取組 

維持管理業務 
○適正な維持管理についての考え方 

○環境負荷の軽減への取組 

組織及び人員 ○組織体制及び人員配置 

事
業
の
提
供 

スポーツ振興事業 

○スポーツ振興事業の実施 

○スポーツ教室等の事業の考え方や内容の妥当性 

○地域住民へのスポーツ振興に向けた取組 

自主事業 ○自主事業の考え方や内容の妥当性 

効
率
的
な

管
理
運
営 

収支計画 

○指定管理料削減の工夫  

○積算内容の妥当性 

○安定的な運営 

 

＜第二次審査（プレゼンテーション、ヒアリングによる審査）＞ 配点124点 

評価項目 

（１）応募動機 

（２）提案内容の創意工夫・独自性 

（３）提案内容の安定性・実効性 

○施設の管理運営・維持管理 

○組織体制・人員配置 

○スポーツ振興事業 

○自主事業 

（４）体育施設等の管理運営業務実績等 

（５）総合評価 
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（３） 指定管理者の指定 

 区議会の議決後に、指定管理者を指定します。 

  区議会での議決を得るまでの間に、選定された候補者を指定することが著しく不適当と認

められる事業が生じた場合、一定の審査基準を満たした次の順位の候補者を区議会の議決を

得て指定します。また、区議会の議決が得られなかった場合、候補者が応募手続きに関して

負担した経費については、区は補償しません。 

 

（４） 指定の手続きができない場合の措置 

選定された候補者について、指定されるまでの間に事故等により指定の手続きが不可能と

なった場合、一定の審査基準を満たした次の順位の候補者を区議会の議決を得て指定します。 

 

 

１３協定に関する事項 

（１） 協定の締結 

杉並区議会の議決に基づき指定管理者を指定した場合、改めて、区と指定管理者が業務に

関する条件や要求水準（業務仕様）について共通の認識を持つため、協議のうえ協定を締結

することとします。協定は、指定管理期間を通じての基本的事項を定めた「基本協定」と、年

度ごとの事項を定めた「年度協定」を締結します。協定の発効は、施設の指定管理期間の始

期とします。 

また、災害時の防災協定について、18ページの「９ 大規模災害発生時の対応 （９）災

害対応に関する協定」に基づき、区と指定管理者で別途協定を締結することとします。 

 

（２） 協定が締結できない場合の措置等 

指定管理者が協定の締結までに次に掲げる事項に該当したときは、その指定を取消し、協

定を締結しないことがあります。 

なお、この場合においても、区は、応募者が応募に関して負担した費用(候補者となった後

の準備行為に関する費用を含む)は、一切補償しません。 

① 正当な理由なくして、協定の締結に応じないとき。 

② 財務状況の悪化等により、管理運営業務の履行が確実でないと認められるとき。 

③ 著しく社会的信用を損なう行為等により、指定管理者としてふさわしくないと認められ

るとき。 

④ 指定管理者としての応募資格を失ったとき、又は欠格事項に該当したとき。 

 

（３） 協定書に定めのない事項及び疑義が生じた場合 

区と指定管理者双方が誠意を持って協議するものとします。 
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１４事業実施状況の区による確認等 

（１） 区によるモニタリングの実施 

区は、指定期間中に「モニタリングのガイドライン」に基づきモニタリングを実施するも

のとします。 

※詳細については別紙１「業務の基準」10ページを参照してください。 

 

（２） 監査の実施 

区が年に１回実施する財政援助団体等監査の中で、本指定管理について、現場調査を含む

事務事業監査の対象となる場合があります。なお、必要に応じて、臨時の監査を実施するこ

とがあります。 

 

（３） 報告等に基づく指示 

区は、指定管理に関わる業務の報告の内容並びに評価及び監査の結果等に基づき、指定管

理者の管理の業務に関し改善の必要があると認めたときは、文書その他の方法により必要な

指示を行います。 

指定管理者は、改善指示に対し、改善計画書を提出してください。ただし、区が認めた場

合は、口頭その他による報告に代えることができます。指定管理者が指示に従わない場合又

は指示によっても改善が見られない場合は、改善勧告書により、必要な勧告を行います。 

区は、指定管理者が改善勧告書に従わない場合又は改善勧告書によっても改善が見られな

い場合は、履行期限を定め業務改善命令を出します。業務改善命令に従わない場合又は業務

改善命令によっても改善が見られない場合は、指定管理者の指定の取消しを行う場合があり

ます。 

 

 

１５留意事項 

（１） 指定の取消し 

区は、条例に基づき、指定管理者による管理が適当でないと認めるときは、指定管理者の

指定を取消し、又は期間を定めて管理の業務の全部若しくは一部の停止を命ずることがあり

ます。 

この取消しや停止が指定管理者の責めに帰すべき理由による場合、区の被った損害につい

て、指定管理者に求償することがあります。指定管理者の被った損害について、区は賠償し

ません。 

なお、指定管理者は、施設の運営の継続に支障がないよう、区の指定する者（次期指定管

理者等）へ円滑に業務の引継ぎを行うものとします。 

 

（２） 事業の継続が困難となった場合 

大規模災害等の、指定管理者の責めに帰すことができない不可抗力による事由で業務の継
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続が困難となった場合は、区と指定管理者とで、事業継続の可否について協議を行います。

その結果、事業の継続が困難だと判断した場合、又は一定期間に協議が整わない場合には、

区は指定管理者の指定を取り消すことができます。 

この場合において、指定管理者の被った損害の補償については、区と指定管理者の協議に

基づき定めるものとします。 

 

（３） 施設等の変更及び原状回復 

施設等の変更は原則としてできませんが、精算機等の指定された機器類の設置で必要な電

源配置など、区と協議の上で、変更を行うことができます。変更を行った場合は、指定管理

期間終了時に、原状に回復することを基本とします。 

 

（４） 準備業務・引継業務 

指定管理の開始後、直ちに円滑な施設の運営が可能となるよう、準備業務を行ってくださ

い。前指定管理者から以下の内容を引き継ぐと同時に、自主事業等に関する準備も行ってく

ださい。 

また、指定管理期間が終了する際に、次期指定管理者への引き継ぎを行うことも必要です。 

① 指定管理期間前の準備業務 

ア 「基本協定」発効までの期間に準備業務として、おおむね以下の業務を行うものとし

ます。 

ａ 事業計画書作成 

ｂ 職員採用・研修事業 

ｃ 広報宣伝 

ｄ 準備業務に関する区との連携・調整 

イ 施設利用の使用申込について、指定期間開始時点において既に受け付けている、若し

くは承認しているものについては、そのまま引き継ぐものとします。前指定管理者及び

区は利用料金又は使用料を収納しないため、次期指定管理者が指定管理開始後に収納す

ることとなります。 

ウ 前指定管理者から業務を引き継ぐ場合は、施設の運営の継続に支障がないよう、円滑

に業務の引継ぎを行うものとし、施設利用の使用申込その他、必要なデータ等の引き渡

しを受け、指定管理期間開始時点から円滑に業務を行うこととします。 

エ 準備業務に要する費用は、次期指定管理者の負担とします。 

② 指定管理期間終了時の業務の引継ぎ 

指定管理期間が終了する前に、区の指定する者(次期指定管理者等)に対して、業務の引

継ぎを行ってください。 

ア 施設利用の使用申込について、指定管理期間において既に受け付け若しくは承認して

いるものについては、そのまま引き継ぐものとします。ただし利用料金は収納せず、区

の指定する者(次期指定管理者等)が収納することとします。 
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イ 指定管理期間の終了又は指定の取消しにより区の指定する者(次期指定管理者等)に業

務を引き継ぐ場合は、施設の運営の継続に支障がないよう、円滑に業務の引継ぎを行う

ものとし、施設利用の使用申込その他、必要なデータ等を引き渡すものとします。 

   ＜主な引継ぎ内容＞ 

 

ウ 引継業務に要する費用は、指定管理者及び区の指定する者(次期指定管理者等)の負担

とします。 

 

（５） 事業実施計画書等の作成 

指定管理者は、本業務及び自主事業を実施するに当たっては、区と事前に協議を行った上

で、事業計画書、収支予算書及び報告書等を作成し、区に提出するものとします。 

事業実施計画書等は、指定管理者が各年度の管理業務の予定を内外に示し、指定管理料の

算出の基ともなる、重要な書類です。区と十分に協議のうえ、作成してください。 

※詳細については別紙１「業務の基準」11ページを参照してください。 

 

（６） 指定管理者名及び指定管理期間の表示 

施設内に、指定管理者名及び指定管理期間についての掲示を行うとともに、印刷物、各種

事業等において表示し、利用者への周知を図るものとします。 

 

（７） 杉並区公契約条例の適用 

当該業務は、杉並区公契約条例第２条第３号に規定する特定公契約に該当し、区が定めた

下限額以上の賃金の支払い等が適用されます。そのため、条例の内容を十分に理解し、合意

した上で、協定を締結することになります。詳しくは、区公式ホームページをご覧ください。 

https://www.city.suginami.tokyo.jp/nyusatsu/1060019.html 

 

（８） 応募書類は日本語を用いるものとし、また、通貨は日本円とします。 

 

（９） 本「募集要項」に記載のない事項については、区と協議を行うものとします。 

 

 

 

・施設維持管理に関する事項 

・前指定管理期間中にサービス向上のために運用変更を行った事項 

・前指定管理期間後の施設予約に関する申し送り事項 

・苦情・要望に関する事項、物品管理状況 

・スポーツ振興事業に関する業務 

・リース契約に関する事項    

https://www.city.suginami.tokyo.jp/nyusatsu/1060019.html
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１６その他 

指定管理者募集に併せて、ネーミングライツパートナー（以下「パートナー」という。）の提案

を募集しますので、ぜひご応募ください。（必須の応募要件ではありません。） 

（１） 応募資格 

指定管理者に応募した者（以下「指定管理者応募者」という。）又は指定管理者応募者の

関連企業等です。なお、関連企業等には一定の条件がありますので、「杉並区松ノ木運動

場、杉並区永福体育館及び杉並区下高井戸運動場ネーミングライツパートナー募集要項」をご

確認ください。 

 

（２） パートナー選定の手順 

指定管理者の選定後に、「杉並区ネーミングライツ事業実施要綱」に基づき、区が設置す

る選定会議によりパートナーを選定します。 

指定管理者として選定された事業者（指定管理者応募者の関連企業等を含む。）がパート

ナーに応募している場合、その提案内容について審査を行った結果、選定基準に対し一定の

点数を満たした場合、パートナーとして選定します。 

指定管理者候補者がパートナーに応募していない場合、又は応募をしたものの、その提案

内容について審査を行った結果、パートナーとして選定されなかった場合は、改めてパート

ナーのみの募集を行う予定です。 

その他パートナー募集の詳細については、「杉並区松ノ木運動場、杉並区永福体育館及び

杉並区下高井戸運動場ネーミングライツパートナー募集要項」を参照してください。 

 













松ノ木運動場外２施設の現状

１ 利用者の状況<居住地別>

（１）松ノ木運動場

体育施設で実施している「利用者アンケート」より

【平成29～令和元年度の松ノ木運動場における利用者アンケート集計(合計）】

居住地 人数(人) 割合(%)

阿佐谷北 38 5.4%

阿佐谷南 23 3.3%

天沼 21 3.0%

井草 6 0.8%

和泉 39 5.5%

今川 8 1.1%

梅里 19 2.7%

永福 26 3.7%

大宮 8 1.1%

荻窪 25 3.5%

上井草 16 2.3%

上荻 17 2.4%

上高井戸 9 1.3%

久我山 13 1.8%

高円寺北 26 3.7%

高円寺南 30 4.2%

清水 8 1.1%

下井草 10 1.4%

下高井戸 25 3.5%

松庵 3 0.4%

善福寺 6 0.8%

高井戸西 10 1.4%

高井戸東 33 4.7%

成田西 15 2.1%

成田東 79 11.2%

西荻北 10 1.4%

西荻南 5 0.7%

浜田山 28 4.0%

方南 10 1.4%

堀ノ内 28 4.0%

本天沼 8 1.1%

松ノ木 18 2.5%

南荻窪 19 2.7%

宮前 16 2.3%

桃井 14 2.0%

和田 28 4.0%

区内不明 10 1.4%

区内計 707 100.0%

区内 707 69.7%

区外 239 23.5%

居住地無記入 69 6.8%

合計 1015 100.0%

　　資料

松ノ木運動場

※区では、毎年モニタリングの一環として、貸切使用・一般使用・教室利用のそれぞれの利用者に特定
の期間「利用者アンケートを年1回実施しています。　（各年度　下半期に5日程度）



（２）永福体育館

体育施設で実施している「利用者アンケート」より

【平成30～令和元年度の永福体育館における利用者アンケート集計(合計）】

居住地 人数(人) 割合(%)

阿佐谷北 1 0.3%

阿佐谷南 7 2.3%

天沼 2 0.7%

井草 0 0.0%

和泉 63 20.8%

今川 1 0.3%

梅里 1 0.3%

永福 63 20.8%

大宮 2 0.7%

荻窪 2 0.7%

上井草 3 1.0%

上荻 1 0.3%

上高井戸 5 1.7%

久我山 5 1.7%

高円寺北 2 0.7%

高円寺南 6 2.0%

清水 0 0.0%

下井草 2 0.7%

下高井戸 30 9.9%

松庵 3 1.0%

善福寺 2 0.7%

高井戸西 3 1.0%

高井戸東 10 3.3%

成田西 5 1.7%

成田東 17 5.6%

西荻北 2 0.7%

西荻南 0 0.0%

浜田山 21 6.9%

方南 7 2.3%

堀ノ内 12 4.0%

本天沼 0 0.0%

松ノ木 5 1.7%

南荻窪 2 0.7%

宮前 2 0.7%

桃井 0 0.0%

和田 8 2.6%

区内不明 8 2.6%

区内計 303 100.0%

区内 303 55.1%

区外 184 33.5%

居住地無記入 63 11.5%

合計 550 100.0%

　　資料

永福体育館

※区では、毎年モニタリングの一環として、貸切使用・一般使用・教室利用のそれぞれの利用者に特定
の期間「利用者アンケートを年1回実施しています。　（各年度　下半期に5日程度）



（３）下高井戸運動場

体育施設で実施している「利用者アンケート」より

【平成29～令和元年度の下高井戸運動場における利用者アンケート集計(合計）】

居住地 人数(人) 割合(%)

阿佐谷北 17 4.5%

阿佐谷南 4 1.0%

天沼 4 1.0%

井草 4 1.0%

和泉 10 2.6%

今川 4 1.0%

梅里 3 0.8%

永福 15 3.9%

大宮 2 0.5%

荻窪 13 3.4%

上井草 13 3.4%

上荻 3 0.8%

上高井戸 22 5.8%

久我山 26 6.8%

高円寺北 7 1.8%

高円寺南 3 0.8%

清水 1 0.3%

下井草 5 1.3%

下高井戸 64 16.8%

松庵 4 1.0%

善福寺 1 0.3%

高井戸西 9 2.4%

高井戸東 37 9.7%

成田西 7 1.8%

成田東 10 2.6%

西荻北 11 2.9%

西荻南 4 1.0%

浜田山 10 2.6%

方南 5 1.3%

堀ノ内 24 6.3%

本天沼 3 0.8%

松ノ木 7 1.8%

南荻窪 2 0.5%

宮前 10 2.6%

桃井 1 0.3%

和田 11 2.9%

区内不明 5 1.3%

区内計 381 100.0%

区内 381 46.5%

区外 336 41.0%

居住地無記入 102 12.5%

合計 819 100.0%

　　資料

※区では、毎年モニタリングの一環として、貸切使用・一般使用・教室利用のそれぞれの利用者に特定
の期間「利用者アンケートを年1回実施しています。　（各年度　下半期に5日程度）

下高井戸運動場



２　施設利用実績

（１）松ノ木運動場

①施設利用者数
　　（人）

平成29年度 平成30年度 令和元年度
野球場 24,081 24,403 24,283
庭球場 57,858 62,283 52,028
計 81,939 86,686 76,311

②種目別利用実績

平成29年度 （人）
野球・ ソフト 庭球 その他 合計

野球場 23,610 471 24,081
庭球場 57,858 57,858

平成30年度 （人）
野球・ ソフト 庭球 その他 合計

野球場 23,751 652 24,403
庭球場 62,283 62,283

令和元年度 （人）
野球・ ソフト 庭球 その他 合計

野球場 23,769 514 24,283
庭球場 52,028 52,028

③施設使用率

平成29年度

使用可能数 使用数 使用率 使用可能数 使用数 使用率 使用可能数 使用数 使用率
庭球場 299.00 285.00 95.3% 2,961.00 2,831.00 95.6% 0.00 3260.00 3116.00 95.6%
庭球場(人工芝) 766.00 765.00 99.9% 7,657.00 7,486.00 97.8% 50.00 8473.00 8301.00 98.0%
野球場 187.00 74.00 39.6% 1,531.00 1,078.00 70.4% 31.00 1749.00 1183.00 67.6%

平成30年度

使用可能数 使用数 使用率 使用可能数 使用数 使用率 使用可能数 使用数 使用率
庭球場 328.00 321.00 97.9% 3322.00 3193.00 96.1% 0.00 3650.00 3514.00 96.3%
庭球場(人工芝) 812.00 812.00 100.0% 7729.00 7561.00 97.8% 112.00 8653.00 8485.00 98.1%
野球場 173.00 81.00 46.8% 1486.00 1068.00 71.9% 59.00 1718.00 1208.00 70.3%

定時使用
教室数

合計（29年度使用率）

早朝使用

早朝使用

定時使用
教室数

合計（30年度使用率）



令和元年度

使用可能数 使用数 使用率 使用可能数 使用数 使用率 使用可能数 使用数 使用率
庭球場 255.00 241.00 94.5% 2079.00 1977.00 95.1% 8.00 2342.00 2226.00 95.0%
庭球場(人工芝) 740.00 720.00 97.3% 7093.00 6930.00 97.7% 153.00 7986.00 7803.00 97.7%
野球場 145.00 60.00 41.4% 1500.00 1043.00 69.5% 89.00 1734.00 1192.00 68.7%

※　各年度ともに、定時使用は教室を除いたもの。
※　各年度ともに、2時間全面使用を1とし、使用可能枠数は休館・工事・悪天候・その他利用不可コマを除いた数とする。

④優先使用（減額、免除）の状況

平成29年度 （枠数）
減額 免除

野球場 88 64
庭球場 128 526

平成30年度 （枠数）
減額 免除

野球場 80 64
庭球場 114 482

令和元年度 （枠数）
減額 免除

野球場 75 42
庭球場 133 348

※　各年度ともに、枠数は2時間全面使用を1とする。

定時使用
教室数

合計（元年度使用率）

※　各年度ともに、免除は共催事業・区民体育祭・行政使用等。減額は後援事業等。

早朝使用



（２）永福体育館

①施設利用者数
　　（人）

平成30年度 令和元年度
体育室 21,705 36,819
小体育室 11,093 19,871
トレーニングルーム 6,097 11,811
会議室 3,324 3,979
ビーチコート 6,198 11,847
計 48,417 84,327

②種目別利用実績

平成30年度 （人）
ﾊﾞｽｹｯﾄ
ﾎﾞｰﾙ

バレー ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 卓球 体操・ダンス
ﾊﾞｳﾝﾄﾞ
ﾃﾆｽ系

ﾋﾞｰﾁｺｰﾄ種目 その他 一般使用 合計

体育館 3,386 1,711 7,832 261 0 730 3,085 4,700 21,705
ビーチコート 6,198 6,198
小体育室 899 5,278 4,865 51 11,093

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ 152 5,945 6,097

令和元年度 （人）
ﾊﾞｽｹｯﾄ
ﾎﾞｰﾙ

バレー ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 卓球 体操・ダンス
ﾊﾞｳﾝﾄﾞ
ﾃﾆｽ系

ﾋﾞｰﾁｺｰﾄ種目 その他 一般使用 合計

体育館 6,042 2,827 10,035 719 977 582 7,368 8,269 36,819
ビーチコート 11,847 11,847
小体育室 1,767 14,052 4,052 0 19,871

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ 0 11,811 11,811
※　トレーニングルームの「その他」は、体育の日イベントの人数。

③施設使用率

平成30年度

使用可能数 使用数 使用率 使用可能数 使用数 使用率
体育館 1076.00 958.75 89.1% 105.00 1181.00 1063.75 90.1%
ビーチコート 884.00 417.00 47.2% 269.00 1153.00 686.00 59.5%
トレーニングルーム 2352.00 2352.00 100.0% 0.00 2352.00 2352.00 100.0%
小体育室 1946.00 839.00 43.1% 417.00 2363.00 1256.00 53.2%

定時使用
教室数

合計（30年度使用率）



令和元年度

使用可能数 使用数 使用率 使用可能数 使用数 使用率
体育館 1811.00 1613.00 89.1% 160.00 1971.00 1773.00 90.0%
ビーチコート 1423.50 932.00 65.5% 512.00 1935.50 1444.00 74.6%
トレーニングルーム 4152.00 4152.00 100.0% 0.00 4152.00 4152.00 100.0%
小体育室 3166.00 1540.00 48.6% 755.00 3921.00 2295.00 58.5%

※　各年度ともに、定時使用は教室を除いたもの。
※　各年度ともに、2時間全面使用を1とし、使用可能枠数は休館・工事・悪天候・その他利用不可コマを除いた数とする。

④優先使用（減額、免除）の状況

平成30年度 （枠数）
減額 免除

体育館 10 35
第1小体育室 0 0
第2小体育室 0 0
ビーチコート 0 1

令和元年度 （枠数）
減額 免除

体育館 25 53
第1小体育室 0 9
第2小体育室 0 5
ビーチコート 0 15

※　各年度ともに、枠数は2時間全面使用を1とする。

教室数
合計（元年度使用率）

※　各年度ともに、免除は共催事業・区民体育祭・行政使用等。減額は後援事業等。

定時使用



（３）下高井戸運動場

①施設利用者数
　　（人）

平成29年度 平成30年度 令和元年度

下高井戸運動場 72,904 84,410 76,499

②種目別利用実績

平成29年度 （人）

野球・ ソフト 庭球 和弓・洋弓
ｻｯｶｰ･

ﾗｸﾞﾋﾞｰ他
ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ その他 合計

運動場 28,387 42,094 98 2,325 72,904

平成30年度 （人）

野球・ ソフト 庭球 和弓・洋弓
ｻｯｶｰ･

ﾗｸﾞﾋﾞｰ他
ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ その他 合計

運動場 31,054 50,817 1,046 1,493 84,410

令和元年度 （人）

野球・ ソフト 庭球 和弓・洋弓
ｻｯｶｰ･

ﾗｸﾞﾋﾞｰ他
ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ その他 合計

運動場 28,922 44,614 592 2,371 76,499

③施設使用率

平成29年度

使用可能数 使用数 使用率 使用可能数 使用数 使用率 使用可能数 使用数 使用率
運動場 207.50 130.50 62.9% 1,797.00 1,456.50 81.1% 230.00 2,234.50 1,817.00 81.3%

定時使用 合計（29年度使用率）
教室数

早朝使用



平成30年度

使用可能数 使用数 使用率 使用可能数 使用数 使用率 使用可能数 使用数 使用率
運動場 205.00 155.00 75.6% 1,839.50 1,479.50 80.4% 293.50 2,338.00 1,928.00 82.5%

令和元年度

使用可能数 使用数 使用率 使用可能数 使用数 使用率 使用可能数 使用数 使用率
運動場 184.50 148.00 80.2% 1,699.50 1,402.00 82.5% 181.00 2,065.00 1,731.00 83.8%

※　各年度ともに、定時使用は教室を除いたもの。
※　各年度ともに、2時間全面使用を1とし、使用可能枠数は休館・工事・悪天候・その他利用不可コマを除いた数とする。

④優先使用（減額、免除）の状況

平成29年度 （枠数）
減額 免除

運動場 36 76
野球場 66 104

平成30年度 （枠数）
減額 免除

運動場 46 112
野球場 40 99

令和元年度 （枠数）
減額 免除

運動場 37 82
野球場 44 80

※　各年度ともに、枠数は2時間全面使用を1とする。

※　各年度ともに、免除は共催事業・区民体育祭・行政使用等。減額は後援事業等。

定時使用
教室数

合計（30年度使用率）

早朝使用 定時使用
教室数

合計（元年度使用率）

早朝使用



３　一般使用
（１）永福体育館

【体育館】

時　　間 第１日曜日 第２土曜日 第３日曜日 第４土曜日 第１水曜日 第３水曜日

① 9:00～11:00 ★卓球 ★卓球

② 11:00～13:00
★ラージボール卓
球

★ラージボール卓
球

① 13:00～15:00 パドルテニス

② 15:00～17:00 バウンドテニス

① 17:00～19:00 卓球

② 19:00～21:00 ラージボール卓球

【ビーチコート】　

時　　間 第１日曜日 第２土曜日 第４土曜日 第２火曜日 第３木曜日 第４金曜日

① 9:00～11:00

② 1100～13:00

① 13:00～15:00

② 15:00～17:00

① 17:00～19:00

② 19:00～21:00 ビーチバレー

【小体育室】

時　　間 第３木曜日

① 9:00～11:00

② 11:00～13:00

① 13:00～15:00

② 15:00～17:00

① 17:00～19:00

② 19:00～21:00

 ※表中の★印がついている時間帯は、スポーツアドバイザー設置日です。

枠

午前 ★バドミントン

夜間 バドミントン バスケットボール バスケットボール
卓球
ラージボール卓球
バドミントン

午後 パドルテニス

バスケットボール

★バドミントン バレーボール バレーボール

卓球
ラージボール卓球
インディアカ

バスケットボール

枠

ビーチサッカー

夜間

枠

午前

午後
子ども運動広場
（ 7 ～ 9月 、 1 ～ 3
月）

午前

子ども運動広場
（4～6月、10～12
月）

夜間 ビーチバレー

午後 ビーチテニス ビーチテニス

ビーチバレービーチサッカー



（１）貸切利用料金

令和２年
10月まで

令和２年
11月以降

松ノ木

和田堀

下高井戸

照明料 ３０分につき １面 1,300円 1,200円

全面 6,000円 7,500円

半面 3,800円 3,800円

全面 2,600円 2,400円

半面 1,300円 1,200円

全面 2,000円 2,600円

半面 1,000円 1,300円

全面 200円 200円

半面 100円 100円

松ノ木 貸切２時間 １面 1,000円 1,500円

照明料 ３０分につき １面 100円 100円

全面 5,900円 6,000円

半面 2,900円 3,000円

１／４面 1,400円 1,500円

小体育室 永福 貸切２時間 全面 1,400円 1,500円

会議室 永福 貸切１時間 １室 1,300円 1,000円

（２）一般使用料金

令和２年
10月まで

令和２年
11月以降

大人

小・中学生

未就学児 無料 無料

15歳以上

(中学生を除く)
400円 500円

65歳以上
（区民）※注１

200円 250円

4,700円

下高井戸

４　利用料金一覧

１回
（２時間）

※少年団体、障害者団体の料金については半額。

体育館

野球場

貸切２時間

ビーチコート

施設区分 使用区分
利用料金

3,800円

施設区分
利用料金

貸切２時間

１面貸切２時間

永福

体育館
小体育室

庭球場

永福

貸切２時間

運動場

照明料 ３０分につき

照明料 ３０分につき

※注１　65歳以上（区民）については、月曜日～金曜日（祝日を除く）の正
午までに入場した場合のみ、減額。

200円

100円

トレーニングルーム １回



５　下高井戸区民集会所利用状況一覧

（平成29年4月1日～平成30年3月31日） 単位：件

場所名 可能回数 予約済み 有料分 無料分 備考

第１集会室 1,380 499 407 92

第２集会室 1,380 679 583 96

第１和室 1,380 353 267 86

第２和室 1,380 385 300 85

水屋 1,380 13 4 9

体育室 4,140 3,409 3,316 93

開館日数 345

（平成30年4月1日～平成31年3月31日） 単位：件

場所名 可能回数 予約済み 有料分 無料分 備考

第１集会室 1,360 422 347 75

第２集会室 1,359 568 468 100

第１和室 1,364 322 287 35

第２和室 1,364 400 365 35

水屋 1,377 5 5 0

体育室 4,119 3,391 3,251 140

開館日数 345

（平成31年4月1日～令和2年3月31日） 単位：件

場所名 可能回数 予約済み 有料分 無料分 備考

第１集会室 1,275 348 253 95

第２集会室 1,274 534 413 121

第１和室 1,275 257 239 18

第２和室 1,273 325 309 16

水屋 1,292 2 2 0

体育室 3,863 3,146 3,059 87

開館日数 324


